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１．2025年12月期第１四半期の業績（2025年１月１日～2025年３月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期第１四半期 472 28.8 68 334.7 66 323.3 44 213.0
2024年12月期第１四半期 367 20.0 15 △19.7 15 △19.4 14 19.8

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年12月期第１四半期 49.57 49.05
2024年12月期第１四半期 15.75 15.47

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年12月期第１四半期 1,542 748 48.5
2024年12月期 1,558 704 45.2

(参考) 自己資本 2025年12月期第１四半期 748百万円 2024年12月期 704百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00
2025年12月期 －
2025年12月期(予想) 0.00 － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年12月期の業績予想（2025年１月１日～2025年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,861 21.8 85 70.7 75 58.3 48 183.0 55.00

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2025年12月期１Ｑ 941,700株 2024年12月期 941,700株

② 期末自己株式数 2025年12月期１Ｑ 50,916株 2024年12月期 50,916株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年12月期１Ｑ 890,784株 2024年12月期１Ｑ 895,568株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用

に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想な

どの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社では「女性の笑顔でいっぱいに-A Sea of Smiling Women-」をビジョンに掲げ、女性の一生をサポートする

ための情報発信を主軸としたメディア事業及び全国の産婦人科を中心とした医療機関向けにITを用いたソリューシ

ョンサービスを提供する医療法人事業を展開してまいりましたが、今期より長期フェーズに掲げていた「みんなの

笑顔でいっぱいに–A Sea of Smiling Faces–」を旗印に、出産・子育て領域を起点に更年期・高齢期、性別を問わ

ずあらゆるライフステージに寄り添う総合プラットフォームの構築により事業領域の拡大を行っております。

こうした取り組みの結果、当第１四半期累計期間の売上高は472,931千円(前年同期比28.8％増)、売上総利益

338,220千円(前年同期比38.3％増)、営業利益は68,170千円(前年同期比334.7％増)、経常利益は66,021千円(前年同

期比323.3％増)、四半期純利益は44,164千円(前年同期比213.0％増)となりました。

セグメント別の状況は次のとおりであります。

(メディア事業)

メディア事業は「ベビーカレンダー」「ムーンカレンダー」「ウーマンカレンダー」「シニアカレンダー」をは

じめ、女性のライフステージそれぞれに注力した専門サイトを運営し、①PV連動型広告、②タイアップ広告、③成

果報酬型広告の３つの収益モデルで展開しています。当事業年度は各サイトともPV数・UU数が堅調に増加し、広告

販売枠の売上も順調に拡大しました。また、今期からあらゆるライフステージを対象とした総合プラットフォーム

へと事業領域を拡大しております。

その結果、売上高は421,230千円(前年同期比44.5％増)、セグメント利益は133,225千円(前年同期比104.8％増)と

なりました。

(医療法人向け事業)

医療法人向け事業は、医療機関が抱えるさまざまな課題解決のために「ベビーパッドシリーズ」「エコー動画

館」「かんたん診察予約システム」「おぎゃー写真館・動画館」といった各種サービス、およびホームページや動

画制作、SEOコンサルティングなど総合的な「Webマーケティング」「グラフィック制作」といった幅広いソリュー

ションの拡販をおこなっております。また、診察等各種予約やコンテンツの閲読などができる産院を中心とした医

療機関向けスマートフォンアプリをリリースし、これまで以上に医療機関とその患者様の利便性を高め満足してい

ただける体制を構築しました。一方で、当事業年度は、「ベビーパッドシリーズ」における契約更新件数が多かっ

た前年と比較すると売上高、セグメント利益ともに減少する結果となりました。

その結果、売上高は51,701千円(前年同期比31.7％減)、セグメント損失は3,967千円(前年同期は7,902千円のセグ

メント利益)となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

流動資産は、前事業年度末に比べて14,714千円増加し、722,895千円となりました。これは、主に売掛金が20,439

千円増加したことによるものであります。

固定資産は、前事業年度末に比べて30,899千円減少し、819,912千円となりました。これは、主にのれん償却によ

る無形固定資産の14,766千円減少およびソフトウェア等無形資産の7,258千円減少、その他減価償却による減少があ

ったことによるものであります。

この結果、総資産は前事業年度末に比べて16,185千円減少し、1,542,807千円となりました。

(負債)

流動負債は、前事業年度末に比べて35,315千円減少し、617,081千円となりました。これは、主に短期借入金が

10,002千円減少したこと、未払法人税等が5,588千円減少したこと、買掛金が1,774千円減少したこと及びその他流

動負債が17,951千円減少によるものであります。

固定負債は、前事業年度末に比べて25,034千円減少し、176,977千円となりました。これは、主に長期借入金が

25,001千円減少したことによるものであります。
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この結果、負債合計は前事業年度末に比べて60,350千円減少し、794,058千円となりました。

(純資産)

純資産合計は、前事業年度末に比べて44,165千円増加し、748,749千円となりました。これは、四半期純利益の計

上により利益剰余金が44,165千円増加したことによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年12月期の業績予想につきましては、2025年３月31日に公表いたしました通期の業績予想から変更はありま

せん。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2024年12月31日)

当第１四半期会計期間
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 394,203 384,687

売掛金 231,933 252,373

貯蔵品 31,048 28,705

その他 53,567 58,574

貸倒引当金 △2,571 △1,445

流動資産合計 708,181 722,895

固定資産

有形固定資産 14,307 13,830

無形固定資産

のれん 510,529 495,763

ソフトウエア 178,252 170,993

その他 63,153 61,088

無形固定資産合計 751,935 727,845

投資その他の資産

その他 88,451 82,119

貸倒引当金 △3,883 △3,883

投資その他の資産合計 84,568 78,236

固定資産合計 850,811 819,912

資産合計 1,558,992 1,542,807

負債の部

流動負債

買掛金 48,550 46,776

短期借入金 189,998 179,996

１年内返済予定の長期借入金 100,004 100,004

未払法人税等 40,864 35,276

その他 272,979 255,028

流動負債合計 652,396 617,081

固定負債

長期借入金 194,440 169,439

資産除去債務 7,177 7,180

その他 394 357

固定負債合計 202,011 176,977

負債合計 854,408 794,058

純資産の部

株主資本

資本金 285,030 285,030

資本剰余金 406,214 406,214

利益剰余金 114,873 159,038

自己株式 △101,534 △101,534

株主資本合計 704,584 748,749

純資産合計 704,584 748,749

負債純資産合計 1,558,992 1,542,807
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年３月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

売上高 367,107 472,931

売上原価 122,559 134,710

売上総利益 244,548 338,220

販売費及び一般管理費 228,869 270,049

営業利益 15,679 68,170

営業外収益

受取利息 1 126

受取手数料 180 53

その他 4 －

営業外収益合計 186 179

営業外費用

支払利息 245 2,329

その他 24 －

営業外費用合計 269 2,329

経常利益 15,595 66,021

税引前四半期純利益 15,595 66,021

法人税、住民税及び事業税 2,195 15,672

法人税等調整額 △705 6,184

法人税等合計 1,489 21,856

四半期純利益 14,106 44,164
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等の注記)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 2024年１月１日 至 2024年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計

メディア事業 医療法人向け事業

売上高

顧客との契約から生じる収益 291,399 31,170 322,570

その他の収益 － 44,537 44,537

外部顧客への売上高 291,399 75,707 367,107

セグメント間の内部売上高又は
振替高

－ － －

計 291,399 75,707 367,107

セグメント利益 65,033 7,902 72,935

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 72,935

のれん償却額 △3,923

全社費用（注） △53,332

四半期損益計算書の営業利益 15,679

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 2025年１月１日 至 2025年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計

メディア事業 医療法人向け事業

売上高

顧客との契約から生じる収益 421,230 20,397 441,627

その他の収益 － 31,304 31,304

外部顧客への売上高 421,230 51,701 472,931

セグメント間の内部売上高又は
振替高

－ － －

計 421,230 51,701 472,931

セグメント利益又は損失（△） 133,225 △3,967 129,257

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 129,257

のれん償却額 △14,766

全社費用(注) △46,320

四半期損益計算書の営業利益 68,170

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

(キャッシュ・フロー計算書に関する注記)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであ

ります。

前第１四半期累計期間
(自 2024年１月１日
至 2024年３月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2025年１月１日
至 2025年３月31日)

減価償却費 12,734千円 13,314千円

のれんの償却額 3,923 14,766
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(重要な後発事象)

（新株予約権の発行内容確定）

当社は、2025年３月28日開催の取締役会において、取締役および従業員に対してストック・オプションとして

付与する新株予約権のうち、未定となっておりました行使価格等の諸条件を2025年４月15日（割当日）に以下の

とおり確定いたしました。

株式会社ベビーカレンダー 第５回新株予約権

当社は、2025年３月28日開催の当社取締役会において、会社法第236条、第238条及び第240条の規定に基づき、

当社取締役及び当社従業員に対し、下記のとおり新株予約権を発行することを決議いたしました。

Ⅰ．新株予約権の募集の目的及び理由

中長期的な当社の業績拡大及び企業価値の増大を目指すにあたり、より一層意欲及び士気を向上させ、当社の

結束力をさらに高めることを目的として、第５回新株予約権（無償ストック・オプション）を当社取締役及び

当社従業員に対して発行するものであります。

Ⅱ．新株予約権の発行要領（無償ストック・オプション）

第５回新株予約権発行要項

１．新株予約権の数

900個

なお、本新株予約権を行使することにより交付を受けることができる株式の総数は、当社普通株式90,000株

とし、下記３．（１）により本新株予約権にかかる付与株式数が調整された場合は、調整後付与株式数に本

新株予約権の数を乗じた数とする。

２．新株予約権と引換えに払い込む金銭

本新株予約権と引換えに金銭の払込みを要しないものとする。

３．新株予約権の内容

（１）新株予約権の目的である株式の種類及び数

本新株予約権１個当たりの目的である株式の数（以下、「付与株式数」という。）は、当社普通株式100

株とする。

なお、付与株式数は、本新株予約権の割当日後、当社が株式分割（当社普通株式の無償割当てを含む。以

下同じ。）または株式併合を行う場合、次の算式により調整されるものとする。ただし、かかる調整は、

本新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的である株式の数についてのみ行わ

れ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

調整後付与株式数＝調整前付与株式数×分割（または併合）の比率

また、本新株予約権の割当日後、当社が合併、会社分割、株式交換または株式交付を行う場合その他これ

らの場合に準じ付与株式数の調整を必要とする場合には、当社は、合理的な範囲で適切に付与株式数の調

整を行うことができるものとする。

（２）新株予約権の行使に際して出資される財産の価額または算定方法

本新株予約権１個当たりの行使に際して出資される財産の価額は、新株予約権を行使することにより交付

を受けることができる株式１株当たりの払込金額（以下「行使価額」という。）に付与株式数を乗じた金

額とする。

行使価額は、新株予約権を割り当てる日の属する月の前月の各日（取引が成立していない日を除く。）に

おける東京証券取引所における当社普通株式の終値の平均値に1.05を乗じた金額（1円未満の端数は切り

上げ）とする。ただし、その価額が本新株予約権の割当日の終値（取引が成立していない場合はそれに先

立つ直近取引日の終値）を下回る場合は、当該終値を行使価額とする。

なお、本新株予約権の割当日後、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により行使価額を

調整し、調整による１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額＝調整前行使価額 ×
１

分割（または併合）の比率

また、本新株予約権の割当日後、当社が当社普通株式につき時価を下回る価額で新株の発行または自己株

式の処分を行う場合（新株予約権の行使に基づく新株の発行及び自己株式の処分または合併、会社分割、

株式交換及び株式交付による新株の発行及び自己株式の交付の場合を除く。）、次の算式により行使価額

を調整し、調整による１円未満の端数は切り上げる。
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既発行
株式数

＋

新規発行
株式数

×
１株あたり
払込金額

調整後
行使価額

＝
調整前
行使価額

×
新規発行前の１株あたりの時価

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数

なお、上記算式において「既発行株式数」とは、当社普通株式にかかる発行済株式総数から当社普通株式

にかかる自己株式数を控除した数とし、また、当社普通株式にかかる自己株式の処分を行う場合には、

「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み替えるものとする。

さらに、上記のほか、本新株予約権の割当日後、当社が合併、会社分割、株式交換もしくは株式交付を行

う場合、その他これらの場合に準じて行使価額の調整を必要とする場合には、当社は、合理的な範囲で適

切に行使価額の調整を行うことができるものとする。

（３）新株予約権を行使することができる期間

本新株予約権を行使することができる期間（以下、「行使期間」という。）は、2028年４月１日から2035

年３月27日とする。

（４）増加する資本金及び資本準備金に関する事項

①本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第

１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とする。計算の結果１円未満の端数が生じ

たときは、その端数を切り上げるものとする。

②本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本

金等増加限度額から、上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

（５）譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による本新株予約権の取得については、当社取締役会の決議による承認を要するものとする。

（６）新株予約権の行使の条件

①新株予約権者は、当社が金融商品取引法に基づき提出する、2025年12月期から2027年12月期のいずれか

の期において有価証券報告書に記載される損益計算書において、経常利益の金額に応じて、以下のいず

れかの割合（端数切捨て）を限度として、行使できるものとする。

(ア) 200百万円を超過した場合、100％まで

(イ) 170百万円を超過した場合、50％まで

なお、適用する会計基準の変更等により参照すべき項目の概念に重要な変更があった場合には、別途参

照すべき指標を取締役会で定めるものとする。

②新株予約権者は、新株予約権の権利行使時において、当社または当社関係会社の取締役、監査役または

従業員であることを要する。ただし、任期満了による退任、定年退職、その他正当な理由があると取締

役会が認めた場合は、この限りではない。

③新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。

④本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における発行可能株式総数を超過する

こととなるときは、当該本新株予約権の行使を行うことはできない。

⑤各本新株予約権１個未満の行使を行うことはできない。

４．新株予約権の割当日

2025年４月15日

５．新株予約権の取得に関する事項

（１）当社が消滅会社となる合併契約、当社が分割会社となる会社分割についての分割契約もしくは分割計画、

または当社が完全子会社となる株式交換契約、株式交付計画もしくは株式移転計画について株主総会の承

認（株主総会の承認を要しない場合には取締役会決議）がなされた場合は、当社は、当社取締役会が別途

定める日の到来をもって、本新株予約権の全部を無償で取得することができる。

（２）新株予約権者が権利行使をする前に、上記３.（６）に定める規定により本新株予約権の行使ができなく

なった場合は、当社は、当社取締役会が別途定める日の到来をもって、行使ができなくなった当該新株予

約権を無償で取得することができる。

６．組織再編行為の際の新株予約権の取扱い

当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換または株式移転

（以上を総称して以下、「組織再編行為」という。）を行う場合において、組織再編行為の効力発生日に新

株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社

（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。た

だし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収

分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移転計画において定めた場合に限るものとする。

（１）交付する再編対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付する。

（２）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

（３）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件を勘案のうえ、上記３．（１）に準じて決定する。
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（４）新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編行為の条件等を勘案のうえ、

上記３．（２）で定められる行使価額を調整して得られる再編後行使価額に、上記６．（３）に従って決

定される当該新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じた額とする。

（５）新株予約権を行使することができる期間

上記３．（３）に定める行使期間の初日と組織再編行為の効力発生日のうち、いずれか遅い日から上記

３．（３）に定める行使期間の末日までとする。

（６）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

上記３．（４）に準じて決定する。

（７）譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による取得の制限については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとする。

（８）その他新株予約権の行使の条件

上記３．（６）に準じて決定する。

（９）新株予約権の取得事由及び条件

上記５に準じて決定する。

（10）その他の条件については、再編対象会社の条件に準じて決定する。

７．新株予約権にかかる新株予約権証券に関する事項

当社は、本新株予約権にかかる新株予約権証券を発行しないものとする。

８．新株予約権の割当てを受ける者及び数

当社取締役 ４名 260個

当社従業員 63名 640個

９．新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

新株予約権１個当たり権利行使価額 129,500円（１株当たり1,295円）


